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2019 年度実施概要 

学校名 

東京都八王子市立由井中学校 

採択活動名 

新学習指導要領に即した海洋教育の展開を目指す学年間連携型の単元開発と教材制作 

取り組みの概要 

目的 

本校は，昨年度「海の無い地域における海洋教育」の実践として，現行カリキュラム内での小中一貫し

た授業実践を行ってきた。中学１年生で，珪藻の化石を用いて地層と化石の関係，現生の生物との比較，

環境による多様性について，専門的な大学と連携し，授業開発・実践をしてきた。第２学年では，外来魚

の解剖実習を通して，魚類の器官や組織について考えてきた。また、消化器系を観察することで、食性を

理解するとともに生態系のつながり、食物連鎖についても発展的な学習として行った。今年度は，海洋教

育の小中学校間での連携を継続するとともに，今後施行される新学習指導要領に向けたカリキュラムの内

容変更に対応した探求型の教材開発を模索した。 

 

授業内容 

単元名：自然と人間 自然界のつりあい 

 「サメの歯の化石の形状における分類から生態と多様性，進化を学ぶ」 

    ～サメの歯からみた捕食環境のちがいと現生サメ類との比較～ 

対象学年：３年生 

実施時期：３学期 

 

中学校第２分野では，第１学年で「生物の体の共通点と相違点」と第２学年で「生物の体のつくりと働き」

について既に学習している。ここでは，既習内容を踏まえ，理科の見方・考え方をはたらかせ，自然環境

を調べる観察，実験などを行い，自然界における生物相互の関係や自然界のつり合いについて理解させる

とともに，自然と人間との関わり方について認識を深めさせ，思考力，判断力，表現力等を育成すること

が主なねらいである。 

 

活動中の写真： 

１．授業導入 

 授業者である，後藤仁敏先生（鶴見大学名誉教授）の紹介とサメの研究について話をしていただいた。 
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２．サメの歯と人の歯のちがい，サメの歯の説明 

 人の歯とサメの歯の形状，発生の仕方をクイズ形式で説明。実際にサメの歯の化石を見ることでちがい

について理解を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．サメの歯化石の分類，サメの歯の形状と食性のちがい  

 各班で，サメの歯化石の分類を行う。ミツクリザメやシロワニ，トビエイの化石を形状から分類し，そ

の食性について考えた。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

４．サメの食性と食物連鎖 

 海の生態系でのサメの役割について考えた。 
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５．サメと人の関わり，環境問題 

 サメの歯化石から生物の多様性を考える。サメは、食性のちがいにより，多様化することができた。 

 また，サメと人，環境との関わりについて考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施単元名 ※実施した単元の数に応じて記載してください 

自然と人間  ㋐生物と環境 

 「サメの歯の化石の形状における分類から生態と多様性，進化を学ぶ」 

 ～サメの歯からみた捕食環境のちがいと現生サメ類との比較～ 


